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 論文内容の要旨 
 
研究の背景と目的 
 慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者の有病率は人口の高齢化や高喫煙率から増加傾向にあり、
患者数の増加が予測されている。近年、COPDは肺病変以外にも、全身への影響をもたらす
ことから全身性疾患として包括的疾患概念に見直され、身体的、社会的、精神的側面への
影響を受け、日常生活への支障をきたすことが明らかになっている。現在、COPD患者への
介入は ADLの低下がみられる重症度の高い患者を中心に行われている。しかし、現在、外
来通院をされている方の重症度は 9割が中等症以下であり、患者は薬物療法が中心となり
医師や薬剤師以外の医療者との関わりが少なく、安定期の患者に対する支援はほとんど行
われていない。今後、患者数の増加や患者の高齢化を考えると、重症化の予防と QOLの維
持が求められ、早期から生活を支援する関わりや安定期を維持するための介入を行うこと
が必要であると考えた。研究者が実施した先行研究の中で、COPD患者は疾患や症状をコン
トロールすることを目指しているのではなく、日常生活を支障なく送れること、自分らし
く生活することに着目し、体調を整えるための取り組みを行っていることが明らかになっ
た。また、体調を整えるための行為は複合的な行為として行われていた。 
そこで、本研究では、安定期にある COPD患者が日常生活において取り組んでいる体調調
整の行為の特徴を明らかにし、その特徴から患者のクラスタ化を行い、形成されたサブグ
ループについて検討する探索的な記述的相関的研究に取り組んだ。 
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理論的前提 
 本研究では Schutzが述べる現象学的な視点から捉えた日常生活世界の認知様式を構成す
る基本的な特徴とされる 6つの視点（固有の自己を体験する様式、自然的態度、固有の意
識の緊張、共通の時間パースペクティブ、社会性の形式、自生性の支配的な形式）から、
安定期 COPD患者が日常生活においてどのように身体を知覚し、調整しているのかについて
質的データをもとに検討し、体調調整の行為について抽出した。 
 
用語の定義 
COPD患者の体調調整とは日常生活の中で身体への意識を通して感覚、知覚された身体の
調子に合わせ、支障なく生活するために行われている行為で、それらは複合的に行われ、
社会文化的な影響、時間による影響を受けるものとした。 
 
研究方法 
 本研究は安定期 COPD患者の日常生活における体調調整の行為のあり方について横断的に
探索することを目的とした。予備調査として安定期 COPD患者の日常生活における体調調整
をみるための質問紙（案）を作成し、慢性呼吸器疾患看護の専門家６名に内容妥当性の検
討、外来通院中の COPD患者 21名に表面妥当性検討を依頼し調査を実施した。結果、質問
紙は 9カテゴリー、138項目へと修正し、本調査に用いた。 
本調査では 1年以上 COPDに対する治療を受けている安定期にある方を対象とし、日本呼
吸器学会より呼吸器専門医の認定を受けた医師が所属する 8施設の外来において実施した。
研究協力への同意の得られた 526名に調査を依頼し、郵送にて 479名（回収率 91.1％）か
ら返信があった。調査内容は、基本属性、MRC息切れスケール、安定期 COPD患者の日常生
活における体調調整に関する質問紙（5段階リッカート尺度、以下体調調整に関する質問紙）、
主観的健康感（SF-36）と基準関連妥当性の外的基準を検討するためセルフケア能力を査定
する質問紙（SCAQ）を用いて実施した。 
 
倫理的配慮 
 本研究は兵庫県立大学看護学部・地域ケア開発研究所研究倫理委員会の承認を得た上で、
研究依頼施設から求めがあった場合のみ研究依頼施設における倫理審査を受け承認を得た
上で実施した。 
 
結果及び考察 
 479名より回答があり、80％以上回答されているものを有効回答とし、421名の回答を分
析の対象とした。今回の調査では、平均年齢 72.3歳（SD=7.6）、男性割合は 92.2％、平均
罹病期間は 7.7年（SD=7.0）、MRC息切れスケールでは Grade0～2に 9割が属していた。 
１．安定期 COPD患者の日常生活における体調調整への取り組み 
全体（N=421）では、9つの下位カテゴリーを 100点満点換算した値では平均 62.0～78.6
点とカテゴリー間での得点差は大きいものではなく、それぞれのカテゴリーに対して同程
度の取り組みがなされていた。安定期 COPD患者の日常生活における体調調整の質問紙は 9
つのカテゴリーから構成され、それぞれのカテゴリーに万遍なく取り組まれていることが
明らかになった。 
体調調整に関する質問紙と年齢との相関関係をみると、有意な正の相関が確認され、体
調調整の行為は加齢に伴う身体機能の低下や疾患の進行など経年的な変化による影響を受
けるものであることが明らかになった。また、性別との関係をみると、女性は男性に比較
し得点が高くなる傾向がみられた。体調調整に関する質問紙では男女間で得点において他
の質問紙に比較し有意差が認められ、日常生活における体調調整の行為への取り組みは社
会文化的な要因の影響を受けるものであることが明らかになった。 
２．クラスター分析から得られた安定期 COPD患者の日常生活における体調調整への取り組
みとクラスごとの特徴 
体調調整に関する質問紙の 9つのカテゴリー毎の得点をもとに Ward法を用いた階層的ク
ラスター分析を行った結果、6クラスに分類された。クラス分類は体調調整に関する質問紙
の得点によって高得点群（クラス A、B）、中得点群（クラス C、D）、低得点群（クラス E、F）
と分類された。安定期 COPD患者の日常生活における体調調整のカテゴリーの平均について
分散分析を行った結果、それぞれのカテゴリーでクラス間での有意差を認めた。また、6ク
ラスについて基本属性や SF-36 、SCAQなどについて分散分析によって検討した結果、クラ
ス間の有意差がみられた項目は、平均年齢、就業状況、MRC息切れスコア、SF-36、SCAQで
あった。 
体調調整の行為への取り組みが高得点群のクラス Aや Bは平均年齢が高く、息切れの程
度が強い傾向がみられ、平均罹病期間は平均よりも長く、体調調整の行為に取り組むこと
によって日常性が維持されているクラスであった。しかし、SF-36の得点においてクラス A
は健康関連 QOLが平均に近い得点で維持されているのに対し、クラス Bは最も低い得点で
あった。これはクラス Bの患者は、心身の変化を捉え、体調調整への取り組みを行ってい
る一方で、健康状態をうまくコントロールできている実感が低い傾向にあるのではないか
と考えられた。 
体調調整の行為への取り組みが中得点群のクラス Cや Dは、平均年齢、平均罹病期間は
平均に近く、息切れの程度は中程度で、SF-36 の得点は低い傾向がみられた。しかし、ク
ラス Cと Dを比較すると、SCAQ得点（セルフケア能力）においてクラス Dの得点が低く、
特に SCAQの下位カテゴリー【健康管理への関心】で得点差が見られた。 
体調調整の行為への取り組みが低得点群であるクラス Eや Fは、平均年齢は全体平均を
下回り、息切れの程度は６クラスの中で軽度であり、他のクラスに比べて現在の就業率が
高いことが特徴であった。また、SF-36は高得点群であったことから、これらのクラスは身
体的な負担も少ないことから体調調整への取り組みも低く、SF-36の得点の高さから、身体
の予備力も持ち合わせることによって安定が維持されているクラスであると考えられた。 
それぞれ 6クラスに分類された結果から、サブグループ化は体調調整の行為への取り組
みの得点の高さによってなされ、サブグループ化されたクラスの特徴は体調調整の行為の
取り組みの高さや年齢、重症度といった特徴に加え、病気の受け止め方の違い、患者が捉
えている身体像と実際の身体状況との差、今後の見通しの持ち方など、一人ひとりが積み
重ねてきた生活の中での身体への意識の在り方や健康観の違いにも影響を受けているもの
と考えられた。 
 
結論 
安定期 COPD患者の日常生活における体調調整は、日常性を安定させることにより、全体
性を持つ自己を維持するために行われている行為であった。行為への取り組みは、志向性
を持つこと、動ける（動く）身体を維持することが中心的な要素となり、体調調整の行為
の 9つのカテゴリーへの取り組み方のバランスをとることが日常性の安定において重要と
なっていた。また、日常生活の中での身体への意識の向け方や社会文化的な役割、置かれ
た状況による影響を受けるものと考えられた。 
 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
審査会では、以下に挙げた本研究が注目した対象と課題のオリジナリティ性及びデー
タ収集にチャレンジしたその努力と結果の影響力について今後の発展を期待し、高く評
価した。第一に、高度先進医療に注目が集まっている現代において、医学や看護の領域
がほとんど注目してこなかった安定期にある COPD 患者の生活に焦点を当てたオリジナ
ルの「安定期 COPD 患者の日常生活における体調調整に関する質問紙」を開発し、本研
究で体調調整の質問紙と SCAQとの間に中程度の相関があることを明らかにし、COPD患
者独自の身体の調子を整える行為（セルフケア）を評価できる指標について、開発が期
待できる点である。測定指標を開発できれば、患者が行っている行為を容易に把握する
ことができ、看護支援に繋がる可能性が期待できる。第二にわが国において医学・看護
分野で安定期 COPD患者の生活実態調査研究は少なく、526名への調査の依頼、421名の
分析対象者を得て行った調査結果の重要性と共に、クラスター分析の手法を用いて安定
期 COPD 患者の日常生活における体調調整の特徴を明らかにしたことが、高く評価され
た。 
 
 
